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を寄贈いただきました。ありがとうございました。
今後とも、 BEI書館蔵書の充実のため、著作を寄贈くださいますよう、お願い申し上げます。
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先日、附属図書館の職員の方から「読書」について何か書くように、と依頼されたときには、大い
に鋳曙したが、自然科学系の人々のなかにも博識な読書家がおられるけれども、図書館で本を読まれ
るのは研究上の情報獲得のためであって、読書というものとは少々違っているだろう---そうなれば
文科系の者に書かせよう、ということになるのだろうか、などと考えて「承知しました。 」と答えて
しまったが、大いに後悔している。
「読書」といえば、まず私の念頭にうかぶのは、加藤与次兵衛先生である。それが、今の場合、私
にとって頃きの石だo加藤先生のことをお話ししなければならないo先生は東大法学部を卒業、大正
の末年から昭和11年にかけて旧制松江高等学校の教授をしておられたが、健康上の理由で、熟愛して
おられた松江をはなれ、文部省の視学官になられて、中国にも数年間赴任なさったが、終戦後は郷里
福井市郊外の父祖の家に帰り、県立図書館長に就任、名図書館長として尊敬されておられた。
大変な読書家であって、文字通り古今東西の書物を読んでおられた。東京や京都の古書店に注文し
ても入手できない本は、中国から取りよせさせて、唐本が手に入った、と言って喜んでおられた。 「年
を取って体力は衰えても、知識欲は衰えぬものとみえますな。何が無くても書物だけは読みたいので
すよ」と、先生から見れば小僧のような私に向って言っておられた。
風刺をまじえた先生の座談の面白かったこと./、中国の明末の詩人王次回の詩に「間心断ち難く、
ただ書に淫す」という句があるそうだが、先生は、 「中国には書痴とか書淫とか呼ばれる人があるが、
私も恥しながらそのシンノヾくらいのところで、
妻が心配しているようだ」と笑っておられた。
とききおり、新聞等に掲載された見事な随筆の
切抜きなども送って下さったが、そのなかに「
私は読書を善いこととは思っていない。読書週
間のときにも館員諸君に、 『この週だけでも人
々が書物を読まぬよう宣伝しようじゃないか」
と申し上げたのであるが、微力にしてその親切
は徹しなかった」と書き、 「書を読むも、あに
死を免れんや。書を読むも、あに貧を免れんや」
という寒山詩の一句で結んであるのにびっくり
した。
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みると、講義の内容がそのまま載っていた-などの経験もありました。あるバイト学生は、試験が
近づくと出題される先生の貸出した本をすべて調べたそうです。効果があったかどうかは、知りませ
閉蝣jlf
コピーの機械が時々、紙づまりなどではたらかなくなることもあります。そんな時、しばしば、カ
ウンターの我々にお呼びがかかって、ノソノソと出かけていくわけですが、内心不安なのです.紙づ
まりと表示されても何もつまっていない時があります。どうすればなおるかわかりませんが、ただ引
き出して、いろいろといじくってみれば、いっのまにか「コピーできます」と表示が出ます。コピー
の機械は、かなりデリケートで、多分、放ったらかしにされると機嫌を悪くするのでしょう。どうも
女性的心理をもっているようです。どうか皆さん、やさしく扱ってあげて下さい。時々、なでたり、
「カワユイネ」などと声をかけてあげて下さい。きっといい反応があることでしょう。
夜7 :00すぎると入館者は、かなり減ってきて、当然、我々の仕事もヒマになってきます。そこで　,(
つい、横のT.V.,のスイッチをONにして、見るのはナイター、 「阪神どうやろ・-・-」と気になるわ
けです。今年の阪神はいったい、どうしたんでしょうね。
学生にとってここのアルバイトの最大の利点は、 「図書
館で働くから、それだけ図書館にいる時間が長くなり、湘
用する率が高まる」ということでしょうか。ぜひ、大学で
勉強する時間を増やしたいとか、図書館をもっと利用した
いと願っておられる方に、このアルバイトをおすすめしま
す。ここの職員の方々は、やさしい方ばかりですよ。
(滋賀医科大学　学生)
<S>
車少
★-'-'-★-★-★ことばア・ラ・カルト='-★-★-★-★-★-★-★-'
Glossomantia一昔がなくてはしゃべれない/
味を教えてくれるのも舌であり、回りすぎて禍いの根になるのも舌のわざである。 「舌苔図譜」に
★　よれば、舌診は「人体の機能の状態を弁別する」上で大きな価値がある。そのglossomantia(さしづ　★
望　め「舌凱)のgl。ss。は、そもそもラテン語gl。ssar古語又は解説付外国語」から、又ギリシア語で　上
目　.. ,ーi^∴ ( .　　‥'∴l _　　　　こ　　　　　　　　‥　、.′⊥　　ユ†. :ー　【‥.‥、　　_ lL
A GLま霊霊`碧Iossa) ,た霊よ霊票芸鵠誓品,r霊三glotta豊。票も豊富」 A
詣　〟aリTeia即ちmanteia (mode of divination)を付け造られたものだo　　　　　　　石
★　医学分野では、もっぱら解剖学を中心にこの「舌」が強調されて、関連する多くの専門語を生んで〕
lI　いる。因に、 glossodynia (舌痛)、 glossolalia (舌語)、 glossopathy (舌疾患)、独語Mikroglossie (
訂　倭小舌)等。 「言語」の意味では、 glottology(言語学)の他、 manyの意のpolyを付けてpolyglot　苗
I (数ケ国語に通じた)、独語Glottmanie (-glossomanie) (多国語狂)とか、ありふれてglossary( ★
公　用語辞典)等gl。ttis(声門)もまた関連語である。　　　　　　　　　　　　土
日　　いづれにしても、 「言語」の意は今日ではややantiqueとなり、 glossology(舌学)の方が優勢であ　日
石　る。世に臭覚のない人があるように味のわからない人もいるが、それでも舌があるとないとでは大ち　六
㍍　がいであるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(久)訂
★=★=★=★=★=★=★=★=★=★=★=★=★ここニ★=★=★==★=★=★=こ★=★=★=★=★　=★
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教室めぐり〔3〕
厳しい討論から活発な研究・診療が
～　第　2　内　科　～
細　田　四　郎
/-、、
1.医局の歴史
本学には三つの内科学講座があり、それぞれ
内科学全般を担当するのはもちろんですが・専
門に教育・珍療・研究する分野を決めています。
われわれの内科学第2講座では消化器系、血液
系および血液免疫系を担当しています。開講以
来教育・診療・研究の三つの面に力を注いでき
ましたが、まず卒前教育に、次いで開院以来は
診療に重点がおかれていましたが、昨年本学第
一期生の卒業、入局により定員3名で開講し、
9名で開院した当講座(診療科)も26名と増え、
ようやく内科学講座としての形が整い、本年新
たに入局者約10名を迎え、卒後教育および研究
にも力を注ぎ、卒前教育と診療とをますます充
実すべくおおいにはりきっています。
2.研究の概要
我々の教室の研究は、消化器系、血液系、免
疫系、および甲状腺疾患を中心に行っています。
現在の研究テーマは、以前より手がけている腸
管の消化吸収の病態についての研究をさらに進
め、諸種疾患における病態栄養の問題や、消化
管ホルモンの消化吸収機構への関与、また必須
脂肪酸やその他の栄養素の欠乏による腸粘膜の
変化などの研究を進めており、厚生省の特定疾
患調査研究にも幹事班員として活躍してきまし
た。
とくに、生態防御系の一つである腸管の局所
免疫系の解明と吸収不良症候群との関係、また
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炎症性腸疾患(クローン病や潰癌性大腸炎など)
の病因としての自己免疫機序、さらに、これら
炎症性腸疾患の病態生理、病態栄養などの治療
を課題としています。
腫療一般についてもCEAを中心にα-フェ
トプロテイン、フェリチン、その他の腫療マー
カーに興味をもち,腫房の病態生化学の解明お
よび腫房の早期診断をめざしています。
胃について、現在は十二脂腸炎や胃急性病変
について、また勝臓についても以前より手がけ
ていた慢性腸炎とともに、最近は輝癌の早期診
断をめざしています。
血液疾患では、 I TP (特発性血小板減少症)
の病因、病態の解明、ならびに治療法の開発が
一つのテーマであり、また白血病細胞などの血
液悪性細胞の細胞生物学的研究を現在のテーマ
としています。
以前から職域や農業従事者の胃集検を行って
いましたが、今年は滋賀県より委託をうけ、「地
域医療に対する医師・県民の意識調査」をテー
マとして調査を行う予定です。
3.診療について
消化器疾患、血液疾患を中心に、常に45名て
いどの入院患者数であり、疾患内容も豊富で、
量・質とも附属病院第一位を誇り、研修医をは
じめ、多くの教室員が夜遅くまで病棟に残って
おります。
つねづね患者本位、 patient orientedの診療
を心がけており、 POSによる診療を積極的に
推進した結果、現在では定着するに至り、その
めざす所を全教室員が理解するようになってき
ました。
大学病院の利点として、一人の主治医のみが
患者を診療するのでなく、専門的知識や経験の
豊富な多くの医師がいっしょに患者をみること
ができる所にあると考えており、そのことが患
者本位の診療にも、また医師の修練にもなると
考えています。
そのため、毎週の教授回診や症例検討会の場
などで活発な意見交換を行うことを常としてお
り、外部からみると厳しすぎるようにもとられ
ることもありますが、一人の患者の生命をあづ
地域の医療を考える〔3〕
ヽヽ、
かる以上当然必要なことであり、今後も大いに
行いたいと思っています。
上記の検討会以外に、毎週、上部消化管Ⅹ線
造影および内視鏡フイルムのフイルムカンファ
レンスを行っており,隔週には生検組織肝、消
化管検討会を行っています。また研修医を中心
に抄読会を過一回行っています。
本学全体がそうであるどとく、われわれの教
室もまた開講後7年目という若さであり、まだ
ヽ、
まだ未完成ですが、今後教室員全員で活力ある
内科学第2講座をつくっていきたいと考えてい　!「
mm
(内科学第二講座　教授)
一蝣　p-
救急医療体制について
藤　田　　　仁
は　じ　め　に
傷病の発生には時間的なきまりがない。この時を選ばず起るいかなる医療需要にも直ちに対応できる態勢を、
24時間を通じて常備していることが、国民の生命を守る医療機関としての理想であり、また使命であります。
大津赤十字病院は、その人道的使命に基づき、この3月『昭和52年7月6日の厚生省医務局長通知』としての
〝救急医療対策の整備事業について〝の中で決められた「救命救急センター」がオープンし、業務を開始するこ
とゝなりました。
このセンターは、重症救急患者に対して救命のための医療を行い、地域医療に貢献することを目的に構想さ
れ設立されたものであり、救急医療体制が社会問題化されている今日、ようやく軌道に乗りつゝある滋賀県の救
急医療体制整備の中にあって、その中核ともいうべき当院の救命救急センターの果すべき役割と、地域住民の期
待はまことに大きいものがあります。
しかしながら、これにどう応えて行くかについては、意欲的な努力にも拘らず、極めて厳しい現実を示して居
ります。こヽに当院の救急医療の現状と問題点についてのべてみたいと思います。
1.救急医療の概念について
救急医療とは放置すれば生命の危険があるか、あるいは身体の重要な機能を失うおそれのあるような傷病に対
する対応処置であります。このような突発的な医療需要といっても交通事故や産業災害による外因的な急病も含
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めて考えなくてはなりませんし、さらに天災・人災を含めて非常事態が発生する可能性が常に存在することを考
えると、その範囲は質的にも、量的にも広くかつ深いものであります。
2.地域医療としての救急医療
救急医療は医療体系全体にかゝわる問題であるとともに、その具体的通用の場はそれぞれの地域であり、その
実情に応じた取組がなされなくてはなりません。実際にも医療関係者や、関係の行政機関が創意と工夫をこらし
て、救急医療システムづくりに努力してきたところであり、その結果地域に即した各種のパターンが形成され、
当院にあっても、これが体制づくりのために県当局等への働きかけと、自らの創意と努力をつづけているとこ
ろであります。
3.限られた医療資源の効率的活用
救急医療事業を推進するうえで、救急医療に従事する医師及び看護婦、その他の医療従事者の確保と、救急医
呼へ　　療施設の整備を進めることが重要であることはいうまでもありませんが、医師、看護婦等の人的資源は量的に有
限であるばかりでなく、質の確保にも制約があり、救急医療を地域的に展開する大きな磁路となって居りますO
また、施設、設備等の物的資源においても現状では、とうてい救急医療での要求にはほど遠いものであり、こう
したなかでの救急医療の推進はおのづから制約があり、これを如何に効率的に活用するか、今後に残された大き
な課題であります。
4.救急医療の不採算性について
救急医療を確保するためには、いつ発生するかもしれない患者のために、休日・夜間にも必要な医師、看護婦、
その他の医療従事者を待機させ、また必要な空床を確保して救急患者に対する珍療体制を整えておかなくてはな
らず、また実際に行われた医療行為に対して報酬が支払れる出来高払い方式の現行社会保険珍療報酬体系の下で
は、通常採算をとることは困難であります.ちなみに当院の救急センター56年度の赤字額は、 6,300万円の多額
にのぼっており、 24時間体制をとり、地域の救急医療に貢献すればするほど財政を圧迫する矛盾に苦慮してい
るのが現状です。
JA
5.住民の救急医療に対する理解と協力について
こうした救急医療を円滑に進めるためには、救急医療に対する地域住民の理解と協力が是非とも必要となって
mm*
救急患者の数は、年々増加の傾向にありますが、そのうち必ずしも緊急の処置が必要でない患者もかなりあり、
患者側の救急医療に対する認識、利用の仕方にもかなり問題があると思われます。
時間外に救急センターを訪れる患者は、病院の機能が一番圧縮された盲点になだれ込み、本来別個の任務を持
った当直医師によって処理されているわけであり、このようなことから医師及びその他の職員の献身的な努力と
理解も、時にはその限度を超えることも、しばしば起っている現状では、ことに救命救急患者に対して完全な応
需体制をとることは実際問題として困難であります。
したがって、救急医療の確保は単に医療関係者や、関係行政機関の努力のみで達成しうるものではなく、これ
と平行して医療を受ける側においても、一人一人が救急医療の本質的な困難さについての理解を深め、平素から
自分の健康管理に自ら責任を持つ心構えや、救急医療に関する知識を持ち、またこれが適正な利用に心がける等
地域住民に対する啓蒙活動の必要性を痛感して居りますO
、　l　′
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古 医 書 へ の ご招 待
l 西洋薬物学苦の嘱矢 -
石　黒　達　也
遠西医方名物考
宇田川榛斉著　全36冊　文政5年刊
+
医方名物考補遺
宇田川榛斉著　全9冊　天保5年刊
「遠西医方名物考」は、江戸時代に発刊された
代表的な蘭方薬物書である。 「医方名物考補退」
は、前書の迫漏を補う形で前書に遅れること12
年にして発刊された。
著者の宇田川榛斉が本書を著すに至った動機
は、榛斉の養子・擦庵が本書に記した序文(原
文では凡例となっている)に詳しいので、それ
を紹介する。
「従来、我国で西洋医学を標傍する者は、大
多数が(カスバル流外科のような)外科医であ
ったが、寛政5年(1793年)宇田川椀園が「西
説内科撰要」を公にしてからは、日本全国の俊
秀が西洋流の内科学を学ぶようになってきた。
西洋医学の病因論や治療は、すべて解剖学に基
づいているのでこれを学ぶ者はまず人体解剖学に
通じていなければならない。そこで、宇田川榛
斉は、西洋医学を学ぶ人の便ならんとして、文
化2年(1805年)解剖書・ 「医範提綱」 (銅版
図譜入り)を刊行した。この本に従って学べば、
西洋医学の基礎を身につける事が出来るであろ
う。しかし、従来西洋医学の薬物を解説した書
が塀かった為、実地臨床に際しどのような薬を
投与したら良いのか解らず、あたかも靴の裏か
ら足を掻くようなもどかしさがあった。青年学
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徒の中には.処方を解説した書が無い事を理由
に西洋医学の勉学を中断する者まである。榛斉
はこのような現状を憂うるあまり、文政12年「
和蘭薬鏡」という薬物書を発刊した。西洋医学
で用いられる薬物は種類が非常に多いので、こ
れらを悉く網羅する事は不可能である。そこで
本書(遠西医方名物考)では,日常臨床に必要
欠くべからざる薬物を〝いろは〝順に並らべ、
それぞれの薬効や性状について記述した。本書
に記載出来なかった薬物は後篇(医方名物考捕
過)に記す予定である。 」
この序文にも記されているように、 19世紀の
初めには西洋医学の目覚しい台頭があったにも
拘らず、実地臨床に必要な薬物書は世に出まわ
っていなかった。その意味で、本書は、西洋薬
物学の喝矢と云っても良いであろう。
著者の宇田川榛斉は,名は磯、字は玄真、榛
斉と号した。明和6年(1769年)伊勢に生れ、
生来の才能をみこんだ大槻玄沢が杉田玄白の養
嗣子に世話したが、不行跡を理由に離縁された。
後年不行跡も改まり、師の宇田川椀園(玄随)
投後、その後を継いだ。門人には、緒方洪庵、
坪井信道、箕作阪甫などの有才が準出した。子
供が無かった為、大垣藩医・江沢養樹の子・格
庵を養子に迎え、その後を継がせた。 「医方名
物考補迫が上梓された天保5年に病殻、享年66
才であった。
(産科学婦人科学教室・講師)
‥????????????
??????????
図書館の活動(57. 4. 1-6.30)
4/12　JI P/BRS　説　明　会
4 /21　近磯北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会第6回開発委員会(奈良教育大)
4/21-23　JOIS一般研修会
4 / 23　　近畿地区国立大学図書館協議会(京大)
5 / 21　昭和57年度国立大学附属図書館事務部課長会議(東京医科歯科大)
5 / 31　第29回図書館委員会
5 / 31　第26回近畿地区医学図書館協議会例会(大阪歯大)
6 / 1　近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会第7回開発委員会(京都工芸繊維
大)
6 / 4　　第5】回近畿地区国公立大学図書館協議会総会(京都教育大)　　　　　　′
6 / 15　　第6回近畿地区医学図書館協議会実務者会議(大阪歯大)
6 / 16　　第7回新設国立医科大学図書館会議(当番館高知医大)
6/17-18　第29回国立大学図書館協議会(信州大)
編集後記
◎　医学図書館に入ってまだ二ケ月。図書館に変りはないのですが、様子は相当
違っているようです。 「さざなみ」というタイトルは大変ユニークなもので感
心しています。この「さざなみ」をより充実した、又、誌名にふさわしいもの
とすべく頑張っていきたいと思っています。先生方、地域医療に責任をもつ方、
他の投稿を得ましてNa12ができ上りました。色々な方の原稿を読んでたいへん
勉強になります。今後共、諸先生方等の投稿をお待ちしております。
これからだんだんと暑くなってきます。ダウンしないように頑張っていきた
いものですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小山)
◎　今号は、佐野先生に「読書」について書いていただきました。夏休みは、日
頃読書をする時間がない人には、絶好の機会です。じっくり本を読んで、今一
度自分を見つめ直すのもいいことだと思います。図書館でも夏休みの長期貸出
を生物、医学関係以外の単行本に限って行いますo　どうぞ、ど利用下さいo
(谷垣)
滋賀医科大学附属図書館報「さざなみ」　　Nal2 1982年6月発行
編集委員　　渡辺幸子・谷垣　勲・小山靖裕
発　　行　　滋賀医科大学附属図書館　　㊦ 520 -21大津市瀬田月輪町
Tel　0775-48-2076　　Telex SGMLIB J　5464-911
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